
 

 

テーマ２ 水源のあり方（浄水場の活用） 

 

 ＜概要＞ 

 ・自己水源は布引、烏原、千苅の３貯水池等。水量は全体の 4分の 1程度。 

 ・必要な水量の大半（全体の 4分の 3）は阪神水道企業団から受水している 

 ・千苅貯水池は、主に千苅浄水場を経て北区の北部地域に給水 

         上ヶ原浄水場から市街地にも送水できる 

 ・奥平野浄水場は、烏原貯水池、布引貯水池を水源とする 

 ・上ヶ原浄水場では、工業用水道の浄水処理も行っている 

 

・水需要が減少するなか、実使用水量と水源確保量、施設能力とのかい離が 

進んでいる 

・自己水源の水質は横ばいで維持しているが、利用量が減少してくれば 

 水質悪化の可能性がある 

・水源の大半は東に偏在している 

 

 

 【検討の視点】（案） 

 ・自己水源の活用方法 

 ・阪神水道企業団からの受水のあり方 

 ・浄水場の施設整備、規模 

   奥平野浄水場の活用（布引貯水池、烏原貯水池の活用のあり方） 

   上ヶ原浄水場の活用（工業用水道との連携） 

 

 

 

 （参考）新水道ビジョン等における関連事項 

〇「新水道ビジョン」（厚生労働省） 

・既に開発した水資源施設を有効活用しつつ、相互融通可能な管路の整備など、 

 事業間運用・連携も視野に広域での水道システムの検討 

・水源事故対策のハードとソフト、リスク要因に対する有効な対応 

・水道の危機管理対策として複数水源の利用 

・水源統合の際に水質の良好な水源を優先的に選択 

・水源を同じくする流域単位の水道事業者で連携した水源保全の取り組み 

・水道の布設が困難な地域について運搬給水や移動式浄水場などでの 

給水の検討 

 

〇「経営に当たっての留意事項」（総務省） 

・施設・設備のダウンサイジング・スペックダウン 

・長寿命化、効率的配置、過剰投資・重複投資の精査 

・新たな知見や新技術の導入 

・民間資金・ノウハウの活用、広域化の取り組み 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

1/10 神戸市水道局 

資料１ 神戸市の主な水源・浄水場 

兵庫県営水道 
21,000㎥/日 

 

兵庫県営水道 
7,000㎥/日 

 
青野ﾀﾞﾑ 

烏原 
貯水池 

布引 
貯水池 

111,000㎥/日 

18,000㎥/日 
31,000㎥/日 

浄水能力 
70,000㎥/日 

浄水能力 
108,000㎥/日 

呑吐ﾀﾞﾑ 

千苅 
貯水池 

千苅 
浄水場 

阪神水道 
  

653,381㎥/日 

上ヶ原 
浄水場 

浄水能力 
60,000㎥/日 

奥平野 
浄水場 

平成26年4月1日現在 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

2/10 神戸市水道局 

資料２ 神戸市の主な水源別給水区域 

主に阪神水道 

県営水道（呑吐ダム）と 
阪神水道 

奥山川と 
千苅貯水池 

千苅貯水池 

千苅貯水池と 
県営水道（青野ダム） 

千苅貯水池と 
阪神水道 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

3/10 神戸市水道局 

１日当たりの 

水源確保量88.1万㎥ 

・自己水源は、布引、烏原、千苅の３貯水池等。水量的には、  
 全体の4分の1程度 
・必要な水量の大半は用水供給事業からの受水。 

水源の内訳 資料３ 

平成26年4月1日現在 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

4/10 神戸市水道局 

（参考２）他都市の取水能力の内訳 

神戸市 東京都 横浜市 川崎市 名古屋市 京都市 大阪市 

平成２４年度 ２２．７％ １８．７％ ４６．８％ ９．７％ ０．０％ ０．０％ ０．０％ 

（参考１） 自己保有水源率 （自己保有水源水量÷全水源水量）×100 

※自己保有水源率とは、水道事業体が単独で管理している水源の割合 

出典「平成24年度 
  地方公営企業年鑑」 

※神戸市調べ 

資料３ 



人口、配水量の推移 

２．水源のあり方（浄水場の活用） 

5/10 神戸市水道局 

資料４ 水源確保量と配水量 

※将来値は本市水道局の推計によるイメージ 

（現行の人口減少のトレンドを踏まえ、単純に減少傾向を
延長した場合（逆ロジスティック曲線を使用）） 

第１回検討委員会資料より抜粋 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

6/10 神戸市水道局 

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

水源利用率 ６０．１％ ５９．６％ ６０．２％ ６０．３％ ６０．２％ ６０．４％ 

水源余裕率 ４６．７％ ４９．５％ ５０．０％ ４９．６％ ５０．９％ ４９．７％ 

（参考） 業務指標 

（平均配水量÷水源確保量）×100 【水源利用率】 {（水源確保量÷最大配水量）-1}×100 【水源余裕率】 

※神戸市調べ ※神戸市調べ 

資料４ 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

7/10 神戸市水道局 

水源の水質 

・気象条件の影響等により値が変動しているが、概ね横ばいで推移 

・今後、水需要の減少に伴い、滞留による水質悪化が懸念される 

【化学的酸素要求量（ＣＯＤ）】 

＊ＣＯＤとは、海や湖の水質を 
 はかる指標の一つ。 
 水の中で使用される酸素の量を  
 測定する。有機物が多く水質が 
 悪化した水ほどＣＯＤが高くなる。 

※千苅貯水池は環境基準が 
 指定されており、他の貯水池と  
 測定方法が異なる 

資料５ 



２．水源のあり方（浄水場の活用） 

8/10 神戸市水道局 

各水源の状況 資料６ 

○水源確保量と取水量（受水量を含む） ○水源にかかる費用 

 阪神水道と県営水道は責任水量制※のため、水源
確保量の７割の水量を受水 

 水量の変動（減少）分は、自己水源の利用量で調整 

※責任水量制 

使用水量が少ない場合も、配分水量（確保量）の７割（責任水量）
に相当する受水費を支払う 

総費用 ３３３億円のうち、 
受水費が約３４％を占める 

【平成２５年度決算（税抜）】 

（単位：億円） 

受水単価 平成２５年度実績 

阪神水道 県営水道 

1m3当たりの単価 ６２円/m3 １３０円/m3 



兵庫県営水道 

兵庫県営水道 

３万 ２万 

千苅貯水池 

阪神水道 
  

６５万m3/日 

布引貯水池 烏原貯水池 

７万 
m3/日 

１１万 
m3/日 

８万 
m3/日 

１１万 
m3/日 １万 

１０万 
m3/日 

１３万 
m3/日 

２万 

垂水ｾﾝﾀｰ 
(垂水・西区) 

２．水源のあり方（浄水場の活用） 

9/10 神戸市水道局 

資料７ 主な水源とセンター別使用水量 

・水源は東に偏在 

東部ｾﾝﾀｰ 
(東灘・灘区) 

中部ｾﾝﾀｰ 
(中央・兵庫区) 

西部ｾﾝﾀｰ 
(長田・須磨区) 

北ｾﾝﾀｰ 
(北区) 

※使用水量は有収水量 ４８．４万m3/日(H25実績)のセンター別内訳 



大道取水口 

淀川取水口 

２．水源のあり方（浄水場の活用） 

10/10 神戸市水道局 

資料８ 南海トラフ巨大地震による津波の影響 

津波が淀川を遡上した場合 

○ 津波による海水の影響で、水中の塩化物イオン濃度が上昇し、水質基準
を超過 

○ 阪神水道の取水口２か所のうち淀川取水口では、河川の流れによって海
水が流下するまで最大約34時間にわたって影響がある 

◆淀川取水口における塩化物イオン濃度の推移 

・流量76m3/s：淀川大堰下流の河川維持（地域の水利用や水質保持等）が確保される最低限の流量 
※1：淀川大堰の現行の操作規則に基づき、津波来襲時以降、全ゲートを全閉とした場合 
※2：影響時間とは、水中の塩化物イオン濃度が水道水質基準である200mg/Ｌを超過する時間 

※阪神水道は、淀川取水口、大道取水口の２か所から取水 

（出典：阪神水道企業団ホームページ） 
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